
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

   ★ 薄暮時における交通事故防止 

   ★ 初冬期の交通事故防止 

   ★ 後部座席を含むシートベルト・チャイルドシート着用の徹底 

   ★ 飲酒運転の追放 

 

   ◆ 各地域において、主要幹線道路を中心に街頭啓発を行います。また、市内大型店舗の協力に 

    より、店舗内で交通安全の呼びかけが行なわれます。 

 

 

 

   冬の交通安全市民総ぐるみ運動にあわせて、「交通安全パネル展」を開催いたします。 

   地域の活動の紹介・交通事故の悲惨さを訴えるパネルのほか、夜光反射材の展示 

も予定しています。皆さんぜひお越しください。 

   【開催場所・期間】 

    ・札幌市役所１階ロビー  11/20（月）、21（火） 

 

 

 

 

 

 

   「薄暮時における交通事故防止」、「飲酒運転の防止」及び「シートベルト・チャイルドシート 

着用の徹底」を重点に、交通事故防止のため各地で様々な交通安全の取組みが行なわれました。 

 期間中は、交通事故発生件数、死者数及び傷者数とも前年度に比べ減少し、各種活動の成果が 

みられました。 

 これからも交通事故防止のため、引き続きご協力をお願いいたします。 

 

 

 
 
 
 
 

札幌市の交通安全 http://www.city.sapporo.jp/kotsuanzen/ 



 

 

 

 

 

 

  １１月２日、共済ホールにおいて「札幌市飲酒運転追放総決起大会」 

を開催いたしました。 

  大会では、札幌市交通安全母の会連絡協議会の新國会長による飲酒運 

 転追放宣言のほか、社団法人日本損害保険協会業務企画部の岩崎課長に 

 よる講演等が行なわれ、参加者約６３０名は、飲酒運転に対する知識を 

 深めるとともに、飲酒運転追放の決意を新たにしました。 

 

                  飲酒運転追放宣言文を読み上げる 

札幌市交通安全母の会連絡協議会 新國会長 

 

 

 

 

 

 

 

              積み荷の落下は、後続車の走行妨害やタイヤのパンク等、思わぬ交 

通事故を引き起こす要因となります。 

              積み荷は、しっかりと荷台に積み込み、またロープで固定するなど 

して、安全に走行できるようにしましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    冬期間の踏切事故は、夏期間の約 2.5 倍も発生しており、特に 

１２月から２月の積雪・寒冷期間に、年間発生件数の約半数の踏 

切事故が発生しています。 

 踏切事故は、ひとたび発生すると、多くの乗客を巻き込む重大 

な結果を招く恐れがあります。 

冬は特に、早めのブレーキとスピードダウンで、安全運転を心 

がけましょう。 

 

 

 

    ◆ 踏切に入る手前では必ず一旦停止し、自分の目と耳で安全を確認してください。 

    ◆ 踏切内に閉じ込められたら、遮断ポールを自動車等で押し出して脱出してください。 

    ◆ 踏切で車が動かなくなったら、非常ボタンか発炎筒で列車を止める手配をしてください。 

 

 

 

  


